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(From The Yomiuri Shimbun, May 31, 2017
権利者の許可を得て掲載。)
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以下の新聞記事を読み、 次の間いに答えよ。

「地域活性化策の策定において、その協議会のメンバ ー を無作為抽出によって選ぶ意義と限界につい

あなたなりの見解を論じなさい」

；� 3 量売さE 「 ζ安行を 2 義子安空警百草五店緊�，l 偲

品
.＿，

!fa l き示認ぢブ手短雲否々住宅譲葉長崎克信 2
i, Bj!j�叫�ミ�；抑制h 通（に観ののい品るお 踊り「椅渦でら偏のにれ

ゑ； 領警道芸を宗 Z 宗宗 努主主往症霊長 5 弱点記
模作 ので嵐思 ） なすが少 将 、」 tf住 つみい慌校広

「鴨川 I�作均一で協議会－｜
遣がアの小
1.r rm A 1', ? 
れか x WJ佼

f�jm 三た〆戸をな
ちノの活ど
はパ初しの

争 I� 会 g 主
、主え体民

てやを

i 'l 6, i 奇
人 O体地

窓会史おそ吋話会会；｛忠明日禁限
益重！ lri.1 ～免 8�：汚＼t t 完封開示

「
普
通」
の
住
民
も
議
論

ト 1
•・・田園田 斗三.：.. • I 

0即興割、ii I 

司令 ’

｜100人会構には幅広い年齢層の伎畏が
・加している can11n 、 鴨川巾）

て、

公共施設の活用策率直に
属
商
棚
を
ど
う
位
置
づ
け
る
は
関
係
体
民
の
思
い
や
利
川

か」

掘
と
山
の
慣
れ
た
れ
が
衝
突
し
や
す
い

れ’rめ
だ ＠

献
を
ど
う
中
か

すか

な
ど

開
川
山
の
亀
問
削
火
山
民

テ
l

マ
別
の
分
科
会
で
U

体
は
「
山
民
の
窓
見
を
聞
く
と

的
な
回
抽
を
地
め 、
9
け
ま
き
は一
般
的
に
『
聞
の
ト八
き

で
5
回
の
会AU

多用
ね
る －

い
人』
が
円
立
ち
が
ち －
さ

1
0
0
人
会
議

がま
と

める

まざ
ま

な仲
民
に
地
減
の
泌

小
棋
院
峨
の
活

組化
家

安受

囲を
什
分
の
附
哩
と
し
て
符

け 、

鴨川
市
は
地
域
品
開
に
え
て
も
ら
い 、
行
政
と
作
民

つ
な
が

る施
必
の
活
則

慣を
が一
つ
と
な
っ

て
引
き
た
街

打ち出
す

ん釦
た ，

づ
く

り存革
め
た
い」
と
期

会
調
の

湾内
に
は
政
慣
シ
仰

を栴
せ
る ，

ン
ク
タ
ン
ク
の
楠
怨
円
本
が

巾
の
入
門
は
1
円
現
の
で

協力
し
て
い
る ，
円
前
悼
の
3
M
2
7
8
9
人

人
円
が

事来
仕
分
け
や
総
合
計
副
の
M
も
多
か
っ

た
の
は
鴨
後
間

期
定
な
ど
に
制

作品抽
出
の
も
な
い
1
9
5
0
行
の
4
M

件
民

が診
加
す
る
例
は
あ
っ

8
5
7
1

人
で 、
m
q
近
く

た
が 、
「

小テ
校
の

跡地
利
に
わ
た
り
住
民
が
減
り
続
け

朋
と
い
っ

た
H

体
的
な
テ
l

て
い
る 。
慣
罰則
な
「
人
的
賢

マ
に
取
り
入
れ
る
の
は
全
国
聞

で
あ
る
仲
民一
人
ひ
と

的
に

も珍
し
いL
（
構
想
円
り
が
地
峨
の
将
米
を
uFJ

え
る

本）
。

総Aけ
針
山
な
ど

、
品聴
き
っ

か
け
を
つ
く
り 、
街
の

論」
巳
比
べ 、

小γ校
の
跡
衰
退
を
仰
え
た
い
符
え
だ

地
利
則
と
い
っ

た
「
得

（
ド

村棋
倒）

.... 

出典 :「「普通」の住民も議論、鴨川市、無作為抽出で協議会、公共施設の活用策、率直に」 『日本経済新聞』,　
2018年4月20日, 地方経済面, 千葉.
権利者の許可を得て掲載。
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以下の新聞記事を読み、 次の間いに答えよ。

15 施設の統廃合を進めるにあたって、 一体どのような課題があり、 それら課

あなたなりの見解を述べよ」

「高松市には、 今後、

題を解消するために何をしていくべきか、

泌総

市川が市有
縄
線
の統

廃
合
に

動事幽
し
た ．
6
月

に
市
民
プ
ー

ル
や
多
門
的
歯周

綾
な

ど彼数

の錨絞

の市制
止

を
盛
り
込
ん
だ
再
舗
鐙
備
計

画

祭告ま
と
め 、
市

機会
に

示
し
た 。

今後 、

車問閣
の
窓

昆
も
聞
き
な
ぎり
…英
語
に
移

す ．
人
口
減
少
な
ど

が泡む

中 、
健

会街散を

田山保
す
る

た
め
に
も

過剰と
怠
る
「
ハ

コ
モ
ノ」
の
街
汰
が
広
が
り

そ

季、
9
割
が
利
用
せ
ず

「
こ
の
池
町悼
の
地

峨包括

支
後
セ
ン
タ
ー

は
鍵
比
対
象

に
含
ま
れ
て
い
ま
す」

。
8

月
下
旬
に

高松
市山川
島
地
底

で
闘
か
れ
た

符縦断盟
備
に
関

す
る
市
民
向

け滋防令

市

は

集ま
っ

た
市
民
に 、
ま
ず

は
同
セ
ン
タ
ー

筆会
む
尚
徳

殺
を
ぬ

年一以
内
に
廃
止
す
る

整理進むかハコモノ

祖国・IS 鯛 量．
高松テルサ 会3・ ·m泊 ・飲食

奥の濁温泉 明書 泊

泌総防
季

五Z レジヤ』
市民プール

Z謡館ifl'!!ill畑T
辺ヨ帥

HI胤体宵·m

向松市 還問香川latま.

方
針
塗
邪
し
た ．

m
貨
を含
む
ラ
イ

フサ
イ
ク

の施必

をす

字選
縛
す
る

廃
止

奪
む
量
し
の精
ル
コ
ス
ト

（

護
担
で
は

となる
と 、

今一嘉

誌
で

景
に
は
錨
鮫
の
老
朽
佑
や
「
遇
設
貨
は

氷山
の一
角」

毎
年
1
2
5

律
問
が
か
か

低
創
な
利
用
状
況 、

財政
の
｛
市
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ヅ
る 。
市
は

公共

絡般

の継待

感化
な

ど写令
公
益
〆
ン
ト

準
き
に

すき
な
に

蓄
で

き
のは
年

選

鐙
は
遮
陸
時
の
賞
用
が
注
い ・

問
ま
で

と試算し
て

おり、

同され

が←つ
だ
が 、

維持管

現在 、
約
8
0

0あ
る
市

紙存店般す
べ
て
を

総錦町
す

老朽化・重複日維持費重く
る
の
は

側簸と
す
る ．

る。
一
定
の
利
用が
あ
っ

て
7

年度
ま
で
に
3
次
の
計
制

m
m刷会
に

惨却
し
た

住民

も需’複
に
よ
る
コ

スト噌を

をまとめ 、

さら
な

る削減

らは

期政状況
に
週
一m
雲水
銀
く
み

て判断し
ち

応

郎会設ue
計
凶
は
S
年

し
つ
つ
も
「

四時勾油
国喝
の
行

市
は

腐比対

歯車以外

の篇
『」
と
に
昆底

芝？定
戸、

考

惑

を縫
っ

て
い
る ＠

殺も移転・
統
合
や

用途
変

幕、

連簡
で
3

劉
の

何
と

か残
せ
な
い
か」
「
市

吋毒泌める＋J警
よ一
木

縞撃畳眠
ら

す同
計
凶
に
は

中心
都
に
ば

かり務総
が
郷
町
な
ど

mmu

円治滋
と
の尖
「

実現は
鍵
し
い」
と
の
向

去り 、

郊外は
不
便
に
な
る」

間利測も検

討す
弓

もあ
る 。

と
い
っ

事朱溺g
q

患

の街
路
1

人

望』り

さ
ら
に

議申
の

翁富

市
は

市民
の

9測以上
が
の
公

共施設
の
延
べ
出仲
間川
積
怨
「
だ
か
ま
っ
ミ
ラ
イ
エ」

纏
殺
を
会
く
利
用
し
て
い
は
3・

純平
方
針と 、

A4臼
ゃ 、

間同舟
山
上
に
股
け
る
阪

な
い
山崎
態
も
齢
閉
じ
な
が

平向吋
｛
3・

鎗平カが）
と

光糠
般な
ど 、
針
婦
に
は
幅刷

ら
「

市日間
サ
ー

ビ
ス
の
後
必
ほ
ぽ
同
じ 。
だ
が 、

締出店
の
般

分を晶J
gし
て
い
広
い
と

とわ他
る
が 、
将

来世代
に
HM

半数は

怨緩
か
ら

初年以
よ
い

う際

組もある。

の鎗期間

を”さな
い
た
め」

続
渇
し
て
老

朽化が巡
み 、

四国
の

自治体
で 、

事刊行

と

露
合
に
題
解
を
求
め
さ
ら
に
市

町。併

で謹
が
し

支実施設
の
霊
に
幾

た・

震
な

る瀦

紋tm泊

えた・

り出
し

た高松市 ・
人

口減

6
月
に

李乙めた
第
1

次

が

他地
紙
に比
べ

璽刻
な
四

印
億
円
減
め
ざ
す

湾編篠山間計
刷業
の

出四一止
対

国
で、

市自民

mu利便性
室組

象
に
は 、

市民プ1
ル
と
い

市川
は
鮪
1

次潟町四
計
四回
集
係
し
な
が

ら無駄
を翁

き健

Z
入

量
殺
も
代
ま
れ

で検察象
に
し

あ
襲
企

な財政審
の
モ
デ
ル
を

屯
舷
山 、

徳俗 、
高
知
の

のゆか

ら説明間合
ず
る
こ
と

国間績
で
き
るか 、

今後
の取

3
E
比
べ 、

護
は

2倍

司

会箆

話

でω
偲
門

誌
み
が衛
艇
に
な
奇

以
上
の
市
民
プ
ー

ル
が
あ
の

削減

を塁手．
2
0
1

（

罪主出向
北
本
巴

出典 : 「ハコモノ整理進むか、高松市、15施設を廃止方針、老朽化・重複…維持費重く」『日本経済新聞』,　
2016年9月7日,　地方経済面,　四国,　12ページ
権利者の許可を得て掲載。
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